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研究の背景
➀大地震のリスク

 筑波大で震度６弱以上

 （3.11と同程度以上）：

今後30年以内で66.2％

＊参考：熊本地震は1%未満

 いつ起こるかわからない

参考・引用元：診断結果 –地震ハザードステーション

https://www.j-shis.bosai.go.jp/labs/karte/Y2023/5440103811/meshinfo.html
東日本大震災の記録 - つくば市公式ウェブサイト

www.city.tsukuba.lg.jp/material/files/group/4/kiroku.pdf

3 研究の背景
➁東日本大震災を踏まえて

 大学では建物の崩壊、停電・断水等

 人的被害は無かった

しかし…

 3.11は春季休業中

→授業期間中は更に被害・混乱を招く

→適切な避難行動の提案の必要性

参考・引用元：東日本大震災後の状況について –筑波大学

https://www.tsukuba.ac.jp/images/pdf/risai_joukyou.pdf

研究の背景
③若者の防災意識

 18~29歳は災害の対処で
話し合ったことが比較的
少ない

 特に一人暮らしでは災害
対策が難しいのでは

 災害時の行動を見直す必要
がありそう

参考・引用元：防災に関する世論調査（令和４年９月調査）調査結果の概要 - 内閣府

https://survey.gov-online.go.jp/r04/r04-bousai/2.html

5 研究の背景
④流動人口データ

 Agoop:

  スマホの位置情報サービスを

利用した流動人口データ

 人々の行動パターンが分かる

 災害時の避難に活用できそう
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図：筑波大学周辺のポイント型流動人口データ
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研究の目的

 日中と夜間それぞれについて、災害が発生した際の筑波大生の
動向（避難する場所、経路、帰宅方法…）を調査する

 筑波大生の防災意識を分析する

災害の混乱や物資の不足、交通麻痺のなかで筑波大生の適切な

避難方法を提供する

7 分析方法

災害が発生した際に各組織でどんな対応がなされるのか

⇒つくば市、大学へのヒアリング調査

筑波大生は災害発生時にどう行動し、都市機能回復までの生活を

どう乗り切るのか

⇒都市計演習履修者を対象としたプレアンケート

災害時に避難、情報共有する場所は普段から利用されている場所な
のでは？

⇒GISを用いた日中の筑波大生の行動分析

8

ヒアリング調査

9 ヒアリング調査
-筑波大学 リスク・安全管理課-
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概要 質問内容

場所：筑波大学本部アネックス棟 1F 会議室
日時：2023年10月23日 14:00~15:00
回答者：筑波大学 リスク・安全管理課
         リスク管理係 中山 美佳様
調査人数：3人
・インタビュアー：相楽、録田
・記録：阿比留
調査形式：質問票をもとにしたインタビュー
形式

・筑波大学が考えてい
る災害への対応
・東日本大震災の際の
影響とその後の対応
・一時避難後の対応

①筑波大学が考えている災害への対応

► 各エリアに複数の倉庫あり
水・避難所開設に必要なも
のがある

► 数は非公表

► 全ての避難者への物資が
あるとは断定できない

災害用の備蓄の数は？ 地震以外の災害の対応について

► 筑波大学の地形上地震以外の     

リスクは考えていない

► 大学は独自の避難所であるため
外部の人を受け付けてない

11 ②東日本大震災の際の影響とその後の対応

 中央図書館前の橋が揺れていた

 少し寒く、小雨も降っていた

 コンビニ等の在庫不足

→ローソン、つくば銀行等からの
支援物資

 TXが止まった

 アパートに住む学生も不安にな
り避難

東日本大震災で困ったこと

東日本大震災の際、倒壊した図書館の書架
引用：東日本大震災の状況についてー筑波大学

https://www.tsukuba.ac.jp/images/pdf/risai
_joukyou.pdf
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②東日本大震災の際の影響とその後の対応

▶各エリアの支援室ごとでの独自の作成

→作成が困難なため作成されていないエリアも

▶エレベーターは使えない

▶外階段のない棟

▶外壁の落下の危険性

▶ループの街路樹の倒木はなかった

→避難時の困難なし

避難経路

第三エリアの避難経路ー3A棟１階トイレ

夜間の対応
▶基本的に職員はいないが緊急参集要員  

が定められている

13 ③一時避難後の対応

 中央体育館・春日エリアには帰宅困難者用の物資

を保管

東日本大震災の際は、職員に関しては車で家まで
送った

春日エリアの帰宅困難者用倉庫
引用：防災倉庫設置場所-筑波大学

5b109ec50b61a914471e3ae89535d
10c.pdf (tsukuba.ac.jp)

帰宅困難者への対応
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ヒアリング調査
-つくば市役所 危機管理課-
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概要 質問内容

場所：つくば市役所 2F 危機管理課会議室
日時：2023年10月23日 16:00~17:00
回答者：つくば市役所 危機管理課
  課長補佐登坂美彦様
調査人数：3人
・インタビュアー：宮下、飯塚
・記録：阿比留
調査形式：質問票をもとにしたインタ
ビュー形式

・つくば市が立てている防災
計画の詳細
・災害時における大学、民間
企業との連携
・筑波大生に求めることは

①市の立てる防災計画の詳細
地域ごとの防災計画の有無は？

 つくば市地域防災計画が立てられているが

 地域ごとの明確な避難計画は存在しない

地域ごとの明確な避難計画の実例：東京都都市整備局
https://www.toshiseibi.metro.tokyo.lg.jp/bosai/hinan/index.htm#project

16

②大学・民間との連携
現在まで行われてきた民間

企業、大学との連携は？

市役所

民間企業大学

 民間企業

相互の物資支援等は行われな

かったが三井ビル等８か所が

避難所を開設、555名が利用

 大学

明確な連携は実施されていない

17 ③筑波大生に求めること
災害発生時、筑波大生に
求めることは？

 筑波大周辺は平坦な土地柄のため周辺に比べて被害は少ない

 避難所は帰宅困難者が主に利用するため軽度の被害で訪れる
のは控え、学生主体で問題解決してほしい

18
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ヒアリング調査
~明らかになった問題~

・大学側では災害時、学外にいる学生の受け入れは基本的に考えていない

 つくば市も避難所への帰宅困難者以外の避難は控えてほしい

”地震時にアパートにいる大学生はどこに避難する？”

・大学も市も災害時の物資支援のキャパシティが不透明

”災害時の備蓄がない学生はどうする？”

19

アンケート調査

実施期間：１０月２７日～１１月５日

対象：主として都市計画演習履修者

～災害時の筑波大関係者の避難行動に関するプレ調査～

20

"「全く知らなかった」を選択
した人は石の広場か図書館西側
を選択し、駐車場などを選択す
る人はいなかった"

アンケート調査
学内にいるときの避難場所の選択傾向

21 アンケート調査
学内にいるときの避難場所の選択傾向

22

"普段、駐車場を利用したり、近くを日常のなかで通行する人が駐車場を選択

"

アンケート調査
避難場所の選択動機

選択される理由として「近い」「行ったことがある」が大きい
⇒ "学生の一人暮らしエリアにおいて、交通量が多く、広い場所を発見し、有事の際の一時避難
所、集会所などとして提案することができれば有益なのでは？"

23 アンケート調査
家にいる時地震が起きたらどうするか

24

三割以上が大学・市の
避難所に避難を選択
⇒"大学・市の想定外
であるため改善が必要

"
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GISによる分析

25 GISによる分析

 使用したデータ：Agoopのポイント型人口流動データ

 使用したツール：ArcGIS Pro

 目的：各避難場所を通過する人流の確認

 概要：スマホのGPSログを記録し、1日の移動を追跡できるよう
にしたデータ

2017年～2021年の各4月（計5か月）

今回は筑波大学の敷地内に滞在点を持つIDが対象

26

GISによる分析

大学が指定する中地区の避難場
所のポリゴンを、衛星写真と避
難地図をもとに作成

ポリゴン内のポイントデータを
抽出

重複しないポイントデータのIDを
数えることで、ポリゴン内の人数
を計測

本部棟北
側駐車場

本部棟南側
駐車場

石の広場

松美上池前
広場

虹の広場

第3エリア北
側駐車場

中央図書館
西側

27 GISによる分析：結果と考察

 石の広場が２番目に多い

※中央図書館西側は１番通過量が多い

が、自転車の通行や密度の問題がある

“GIS によってで学生が普段利
用している場所を把握できる"

28

2017年～2021年の各4月の各避難場所を通過する人数

最終発表へ向けて

29 最終発表へ向けて
これまでの研究で分かったこと

地震発生時、

・一人暮らしをしている学生は避難所に行きづらい

⇒"学生間で情報や食料の共有が困難"

・帰宅困難者となりうる学生の中に友人宅を利用する人が一定数いる

⇒"一人暮らしの学生にさらなる負荷がかかる"

・学生が普段利用している場所と避難に使われる場所には少なからず

相関がある

⇒"学外においても災害発生時に避難する場所が予測できる"

30
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最終発表へ向けて
これまでの研究で分かったこと

公園 駐車場 その他未利用地つくば市指定避難所 大学指定避難所

天久保１丁目 1 3 0 1 0

天久保２丁目 1 4 0 0 3

天久保３、4丁
目 2 3 0 0 7

春日１丁目 1 5 1 0 4

春日２丁目 2 5 4 1 0

春日３丁目 2 7 0 0 0

春日４丁目 3 4 5 0 0

桜 3 9 0 0 0

天王台 0 0 0 0 1

31 最終発表へ向けて
今後の方針

32

・アンケートの調査対象を拡大し、できるだけ偏りをなくす

・学外（春日、天久保等）で一人暮らしの学生が多い地区をGISで分析する

+11/15に大学で行われる避難訓練参加の促進、自治体へのヒアリング調査

"学生の避難先として適した場所の提案"

"情報共有や備蓄等の問題を主体的に解決できるような自治組織の設立"

以下、予備スライド

実地調査について

公園 駐車場 その他未利用地つくば市指定避難所 大学指定避難所

天久保１丁目 1 3 0 1 0

天久保２丁目 1 4 0 0 3

天久保３、4丁
目 2 3 0 0 7

春日１丁目 1 5 1 0 4

春日２丁目 2 5 4 1 0

春日３丁目 2 7 0 0 0

春日４丁目 3 4 5 0 0

桜 3 9 0 0 0

天王台 0 0 0 0 1

►公園は一の矢宿舎以外に住居のほ
ぼ存在しない天王台を除きどの地
区にも存在している

►駐車場は数が多いが、基本的に所
有者がいるので、避難場所として
提案するのは要注意

►未利用地は街区の密度の問題か、
天久保や桜にはない

公共性を鑑みるに、大学や市の指定
避難所を除くと、公園が最も適して
いると考えられる

実地調査について（２）

左から反町の森公園、大境児童公園。
筑波大学周辺の公園は見通しがよく、
面積も広いものが多い

TAIRAYAつくば桜店の
駐車場。所有権に関す
る問題の他、非常時に
車を動かす人もいると
思われ、要注意。

春日4丁目にある
未利用地。こうし
た未利用地は、い
つ利用・開発が始
まるか分からない。
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